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1. 第 4回研究会講演要旨
(昭和42年 5月26日 於住友信託ピJレ)

(1) 建物施設の設備基準に関する諸元表 北大農学部広瀬可恒

①酪農経営施設設計の前提

酪農経営施設の具体的設計例を作成するにあたh 頭数規模でば現時点花卦ける酪農個別経営の

一般的目標である搾乳牛 16頭のものと.先述階層の目標とされる搾乳牛32頭のものを取bあ
げた。
支え協業経営にかける一般的規僕として搾乳牛80頭をと bあげるとととした。また飼養形態別

では前記5通bの規模κついて緊留式を. 8 0頭規筏のものについては開放式の沖.フリーストー

Jレハーン方式とノレースハーン方式の双方Kついて設計を試みた。

今回の経営施設設計は.地帯別K轄Kわけるととなし寒冷積雪地(特κ多雪地域では左¥/>)と

いう前提で実施し.前記須数規僕Kついては.初指薙認牛をも含めた成牛頭数とし.育成牛の数は

分娩めす子牛を 6ヶ月寺子まで育成するものとし.その中‘牛群更新補充用のもののみを残し.他は

売却するか共同育成牧場に預託するのを前提とした。危::t，~.搾手t牛は成牛として 6 年使用後吃更新・

する込のとした。したがって規模別牛群構成は.次の通bである。

規僕別牛群構成

規模

16買
3 2 

80 

|めす子牛分
更新率 l
|娩率

16.5%1 40% 

1 6.5 1 4 0 

16.5 I 4 0 

めす子牛出

生頭数
6 頭

1 3 

3 2 

ー未--~径一一産ー牛一構 成
1年未満 I2年未満 12.5年未満|成牛換算

;頭|1;頭l;頭|1jj頭
備考:2.5年未満欄の頭数は規模櫛頭数K含める。

@牛 舎 (ストーノレハーン)

規 模 JJIj 6頭 3 2 頭 8 0頭

ストール配列式 対尻式複列 対尻式複列 対頭式複列

牛 用 1 6 3 2 8 0 

牛 用 5 6 1 3 

子牛房又は子牛用ストー Jレ数 2 5 5 

育成房兼産室数 1 2 4 

牛乳処理室面積d 1 0 1 5 20 

同冷却水槽の大きさm' D.75X1.5 D.75x3.0 1.2X3.5 

飼料室の)面積rd 1 1 1 2 1 3 

堆肥揃お方式 孤輪車又はリヤカー マエユアキャリア ハーンクリーナー

1.........2 2 

j~乳]jjjj設 ミJレカーユニット数 2 5 6 

ミJレカー主主式 ハクツト型 ハケット型 パ寸プラ寸ン型

牛舎の同口 m 1 D. 5 1 0.5へ，1D. 7 1 2.0 

中央通路巾 m 2.5 2..5......... 2.6 2.6.........2.3 

窓側通路巾 m 1.2 1.2 1. 8 



@サイロ

規 模 万リ 1 6頭 3 2頭 8 0頭

サ寸ロ型式 ま窓』ー・ 型 主ふ左」 型 塔型又は水平型

サ寸レージ所要量t 1 4 0 280 7 0 0 

(円型直径メ高福 3.6Xl0.0 5.0 X.l 0.0 5.0X12.0 
サ寸ロの大きさ

角型縦×横×高m 5.0x4.0X5.2 4.0X5.0Xl0.0 6~OX6.0X 10.0 

サ寸ロの基数 2 2 
サ寸ロアンロータ4二ー

取D出し万式 手堀 b 手堀.!J， 又仕?手堀 D 

@尿 溜 め

規 模 JJIJ 1 6頭 3 2頭 8 0頭

所要容積 d 56 112 2 8 0 

旅溜めの数 1 -----2 2-----3 

@堆 g~ 場

規 模 月リ 1 6頭 32頭 8 0頭

堆肥量 七 1 2 0 240 6 0 0 

堆肥場面積 IE z 8 0 1 6 0 400 

型 式 短形堆肥盤 扇形堆肥盤 短形堆肥盤

@一乾草品、よび敷料貯蔵施設

規 僕 別 1 6頭 3 2頭 8 0頭

乾草所要量 七 3 4 6 8 1 7 0 

数料所要量 t 1 2 2' 4 6 0 

貯蔵様式 ばら積み 相色積み 梱色積み

所要空間容積 d 580 720 1..8 00 

2階建牛舎 屋根裏 屋根裏 屋根裏

平家建牛舎 乾草舎 乾草舎 乾草舎

⑦ 給水施設等の必要規模

!規 僕 JJIj 1 6頭 32頭 8'0頭

牛関係用水量 t 1. 740 3.4 8 0 8. 7 0 0 

牛乳処理及冷却用水量 p， 700 1. 4 0，0 3.3 00 

衛生管理用水量 E 3 2 6 4 一12 0 

計 t/日 2. 5 5. 0 1 2..5 

" 
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(2) 設計例について (付図参照)

(i)， 1 6頭用ストールパーン

S 1 6刊 lA※

新得畜産試験場西 禁 進

①乳牛舎と乾草を貯蔵する吹抜小屋を 1列κ配置し.子牛用ストールと育成房兼産室を南側κ並べ

塔型サ寸ロ 2基を風下側κして冬のサ寸 Vージ凍結を防ぐようK留意した。更K冬の常風方向に対

する出入口は避けた。

@ ストーJレは給餌通路を窓側lモ幅1.3メートル.長さ1.7メートルのもの 12と幅1.2メート Jレ.

長さ1.5メートノレのもの8を対尻複列型Kしたg 育成牛は子牛用ストール2.育成房 1!tC収容する。

@ 給飼通路の幅は.孤輪車あるいは.リヤカーによる循環動線K支障を生じ左い&;嘆左幅1.2メー

トJレを磁保したロ叉運搬車が側万通路で曲れるスペースが要求されるので固定飼槽の隅をまるとし

ずとロ

@飼科室(濃厚飼料置場〕は戸外からの搬入κよる手労働をできるだけ少〈すゐため.農道K直結

する出入口を設けたeζの場合「ねずみの害」を防止する飼料箱などの付設を配慮すべきである。

⑤牛乳処運室は給飼作業の循環動線を考慮して飼料室と向い合せKしたロ

@ 搾乳牛は北側のスト一一JレK大型牛を.南側の飼料室K近いストーノレK小型牛を繋留する万が搾乳

作業力2能率的lrC1lる。

① 旅溝Kは副b長袴を設けて糞と尿が分離できるようκした。副尿講の覆蓋がずれて牛の肢が落ちる

ζ との左いよう施工降注意すべきである一

@堆肥盤のコンクリート床Kは堆肥からKじみ伯る涯汁を尿溜κ導〈溝を設けであるから.とれを

避けて「ポロ」を堆積するのがのぞましい。

@尿溝への導管はゴミがつまるのを防ぐため.できるだけ曲b角を少〈直線的に配管したロ

⑬ す寸ロと尿溝は同じ寸法の f型枠」が使用できるロ

⑪運動場は冬の北風を建物でまもるような位置κした。

S16-2A 

①ーこの乳牛舎は従来よくみられる一般的なもので乾草や敷料を2階κ貯蔵する構造で.最も特徴的

米各設計例はすべて(飼養形態別)(頭数規僕)(平家.2階建の別)(形式〉の記号であらわず

ζ ととした。ストー Jレハ-.:/は B~' )!T一二ス八二ぷは L‘フ 1)-ーストーノレハーンはFであらわずロ

従ってζの場合は 16頭用平家建ストーノレハーンの形式Aの意である。

-3ー



なのは角型サ寸ロを建物と分離ぜずに一体Kした点であるロ 2階建は荷重が増すため. 基礎や2

階の床梁K多くの経費を要するとか.乾草加しめって〈る左どの欠点を指摘し得る。
/ 

② ストー Jレは幅'1.3メート Jレ.長さ1.7メートノレのもの 10と幅1.3メート Jレ.長さ1.3メート Jレ

のもの 8の対尻複列型である。宿1.2メート Jレを採用し左かったのは2階の床梁を支える柱位置の

闘係からである。

@飼料室(濃厚飼料置場)は2階K設けて「とい」で階下の飼料室兼通路の飼料箱K下すようにし

た。乙の場所はサ寸レージ置場にもなるので間栓棒左どで仕切って会〈配慮が必要になる。

@角型奴溜の強度は円型より ii0が安価Kできる利点がある。

@階下の出入口は酉面を乳牛用と堆目搬出用とし.南側は牛乳用とするロ東面は常用しない設計で

ある。 2階の西面出入口は乾草搬入用1fC.濃厚飼料は東面を当てる。

@その他は S1 6一 1Aと同じである。
0・守

ιii) 3、2頭用ズトー'"r:¥ --. P'， 

帯広畜産大学鈴木省=

S32-IA 

①建物施設の配置一平屋・対尻複夢l試;で‘中央通路南西入口の近<1fC‘乾草舎(吹抜)・堆肥盤

を配置したロサ寸ロ・迷動場は南側陀配し.寒冷時K備えた。将来頭数増加Kよる増築を行なう場

合.東北側K延長する ζ とが可能であろう。

@ 牛舎内配置一一東北側入口K接して左右K牛乳処理室・飼科室をと D搬出入の使を計った。スト

-}レは南側22.北側K若牛を含めて 16頭分とし.噛乳左どの使を考え.子牛房 3.育成房

(群飼)2を牛乳処理室の隣!J1fCi，~いたロ ζ の配置の代!JlfC S32-2Æ の配置をとるとともでき

る。

@ サイロー一小型Z基とし.詰込材料・時期を変えラJる主.51fCGた。

④乾草舎一一搬入・取出しの使のため.中央通b抜け可能ロ南側Kは論点]柵を設け‘運動場で採食・

できるよう K した。なi，~.給飼楠の前面は一段高〈して.給飼場が泥j寧化するのを防ぐのが望まし­

v> 。

⑤尿溜一一資材節約のため.角型として牛舎側壁を一面K刺用した。

@堆IJe盤一一堆m~はマニアキャリアで搬出するよう設計した。キャリアレーノレは.出入口のととろ

K取外しレー Jレを使hたい。
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832-2A 

①建物.施設の記量一-S32-1Aの乾卓舎を 21者κ収めた.従来ー肢的Kみられる型式のもの

である。

@ 牛舎内配置一一対尻複夢l民.各列 19頭としずと。牛乳処理室を東南角vr:-t""-き.飼料室をサイレー

ジ描出通路から独立させたので.作業上は S32-1Aよbも便利であるが.サ寸ロが申央!モよ D

午前中の日光;6;さえぎられる欠点もあるロ

@ その他の諸施設ほgきを-1企主変善つらたいe

832-.2.B 

①劇'WJ施設の配置ーー地形その他の条件が直線型よりも L字形牛舎に適する場合のためK計画した。

2 階付きの僚は成牛舎.ζれと直角K接する平屋係κは‘育成牛と牛乳苑斑室を:I;~IA1tロ喝ヂロ仕

角型2基を北東角κ設置したロ

@ 牛舎内配置一一 2階建主棟は.片側 16ストールの対尻複列式で或牛を収容。平屋の副棟Kは若

牛 6ストール.子牛3ストー Jレを片側に育成房2と牛乳死斑室を向い側K配置した。

成;牛と育成牛が分離されて管理K都合のエい面もあるが.特殊な構造のため.堆肥搬出距離が長

い.トラクターの舎内通過困難t.tどの欠点があらわれている。

@ サ寸ロ一一建設費・凍結防止を考慮して角型とし.牛舎壁面を一面K別用した。

④ 尿溜一一汲み出しの使を考え 2基κ分けた。
⑤運戴揚一一育成牛運動場は午前中日かげUてなれ文冬季は雪が堆積する欠点があるので.地形が

許ぜば育成棟入口に接して設ける ζとカ培えられる。

Ciii) 80頭用ストール・パーン
北海道畜産会河野 敬三郎

Ca)搾乳牛舎

平家建と 2階建とでは多少のヰ曜があるが.基本的Kは同傑とする。平家惑と 2階建との相違点仕.

1.草舎を階上Kもヲ。 2.階下の搾乳牛舎の牛房の巾を全部1.300仰とする。 q2階の荷重をささえ

るための支柱の関係zから)の2点である。

平家建， 2階建ともに，搾乳牛室・牛乳処珪室・休憩室をもうける。飼科室は円形塔形サ寸ロの場

合のみサイロの中間 VC :l;~ き，その他は休憩室に隣設する。

牛室は.中央通路をはさみ 20頭ずつの 4プロアクの対頭式ストー Jレとし.両側と中間K連絡通路

をもうけるロ中先邑路は給飼用とし皐輔Kよb給飼するためκ巾を広〈し，両1l!!蹴 2.50 u伽，中央

部2.70 0仰とする。給飼通路の両側に債贈を会き，との間K高さ 30mのふちをつけ通路の汚物が

はいらぬようにするロ嗣槽の巾は60 0仰とし.その底よ Dふち石までの高さは 250棚とし.底部

-5-
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は‘牛床の前端土 bも50mm高ぐするs 飼槽と牛床の間仕切Dは 12 o 111mとし，牛床巾は大形牛用

1. 7 0 Omm.小形牛用1.6 0 0棚とし.ζの差は中央通路巾で加減するロ

牛床ρ前端よ.!J45 0伽の点から棉までの部分は 30棚厚の板張Dとし.E1Eの傾斜をつけるー

尿溝は巾 450棚とし副尿溝をつけ.有孔鉄板をのせ版と糞・しきわらを分離し.尿洗栄水は副尿溝

同lE下させ ・わらはーンクリーナーで合外κ排出する。

主誌は副l尿瀧によ b各プロックの中聞に集め導尿管U .!J北側の尉留K流スさぜ:ゐ牛用通路は巾 1.800伽

とする。

以上の巾をとるためκ牛舎の金巾は 12.0 00 mmとする。

給水はウォーターカップとし.ストーノレ 2頭に 1クをつける。

牛舎の南側K運動場をもうけ.連餅蕩!tC面して5ク所の出入口をつける。中央の出入口は.北側の

2プロツク(4 0頭)用とし・両側は南側の各フ・ロック用とするロ北側Kは作業用出入口をつける。

牛室の両端と中央K連結局路を芳元両端は t5D0伽.中央は3.00 0伽とする。牛乳死盟室には機

械室.冷却用水槽‘牛乳出搬出用プラットホームをもうけん機械室にはミノレカー用ポYプ，給kポ

ンプ.クーラー.給湯鵠を:I:，~"!! .処理室開ノミィプラ寸ンミノレカー刷機器.洗条用機器.缶棚等を

配置する。冷却用水植は水深 45 Ommとし.広さは内法D巾1:2 0 0初九長さ 3.000仰とし・ー牛乳

缶 21本(7本 5列.約600Ks>)とするー水槽のふちは床面よ.!J2 0 0棚高とし.水位はふちょ D

1 00伽下Kなるように排水パ寸プをもうけん

牛乳はミルクパ寸プよbスパイラ jレク一芳ーを通じて予冷したのち輸送缶K直接導入し.オ寸普で冷ー

却する。水槽のよ部に輸送缶つb上げ用レーノレをもうけ搬出用プラットホームKはζぶ。

プラットホームは床面より 550伽高とし.室外のプラットホームκ戸をもって接する白

休憩室は事務室を兼ね‘仮眠ベット必よび便所をもうけるJ休憩昼の牛室側ではガラス窓をつけ監
視を容易κずる。

Cb)育?成牛舎

平家建とし.子牛用ストーノレと育成牛用ストー Jレと育成房とよりな b中央通路(巾 2.00 0皿〉

の両側K配置する。

子牛用ストールは5頭分とし、ストーノレは巾 900棚、長さ1.4 0 01仰の枠てa両側ーを抜張りとし、

前部に給飼台をつけ、その巾は 300仰とする。

ストーJレvcは高さ 250棚の足をつけ、ストールの床はすかし板張り(またはすのこ張り)とする。

前部給飼台との仕切りの中央に床土250仰の所に幼牛を繋ぐかんをつけ、くびわで繋ぐ。カーフス

トールをおく床は水切り勾配とする。

育成牛用ストールは成牛用ストールと同じ形本であり、牛床巾1.2 0 0 ~::;(長さ 1. 5 0 0、a飼椿の底は

ーー、‘ ヘ-'， r "、 ' 
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床上200とし浅い箱形とし、尿袴側V亡ドレンをつけるの飼稽の上に床上700の所K草架をつける。

育成房は3.0 0 0 X 3. 4 0 0とし、給飼槽を3.40 0の側につけ、頭を出す巾(2 ocm)の棚で仕

切る。育成房は給飼通路(1.200)を中心に相対して2房をもうけ、中央通路の両側にもうけるの

で全部で4房とする。

育成房の床は鵬に向って汁百の傾斜をつける。給水は鵬の上で飼酢近い所Kウオ-:!Jーカ

ツプをつける。

(c)サイロ

サイレージ 70 0 t.O n収容する。塔形サイロKは円形および角形とし 4基とする。水平サイロは

パンカー2基併列とする。

円形塔形サイロは内経5m'.3'高さ、T・ 2m'21し、サイロアンローダンを使用する。角形塔形サイロは内

経 6m角、高さ 1Omとする。両者嫡下部は 1.8mとするが、地下水位の高い場合加土地下部を浅

くする必要がある。パンカーサイロは側壁の内巾 8m、高さ 2.5m、長さ 37. 5mとする。

(d)乾草収納舎

越冬周.乾草は飼料用170七on、敷革用 60七Onとする。これの収納Kは相包乾草として飼料

用1.280r03、敷草用 450nfを要する。二階建牛舎では階上を草舎とし、平屋建牛舎では、塔形サ

イロの場合は草舎とし、ノξンカーサイロの場合は草舎ーど兼用とする。

(e)堆肥場

搾乳牛舎の糞処理はパーンクリーナーで舎外に披也する。

育成牛舎の糞処理は明甲し車により搬出する。堆肥盤の面積は 5ク月分の量を収容する程度とする。

(f)尿 j留

牛舎の尿講の剖尿溝Kより、集尿し、導尿管より尿溜K流入する。尿溜Kは沈澱槽を経て流入する。

沈澱槽の上部と汲出し口にはマンホーノレをつける。

以下各設計例tてついて述べる。

1) S80-1A 

搾乳牛舎、育成牛舎ともK平家建とし、搾乳牛舎は東側U亡、育成牛舎は西側V亡、その中vc乾草舎兼

用のパンカーサイロを配置し、とれらは舗装路で連絡する。牛乳処理室、休憩室、飼料室は搾乳牛舎
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のl封筒11(1(電き作業動線を少くする。

2) S80-1B 

搾乳牛舎、育成牛舎ともK平家建とし、搾乳牛舎は南側t亡、育成牛舎は北側V亡、砲の中間K円形塔ヲ，

形サイロ 4基をー列K乾草舎とともに配置し、これらは舗装路で連絡する。牛筑処理室、休穂室は搾:!

手t令舎のi喰来南側~t:'J鋼料室ぽサィf!ぬの期間協お.<。

3) S'80 -1 C 

搾乳牛舎、育成牛舎ともに平家建とし、搾乳牛舎は東側V亡、育成牛舎は西側V亡、その中聞に円形搭

形サイロ 4基をー列V亡、サイロの南側に乾草舎を配置し、とれらは舗装路で連絡する。牛乳処理室、

休苦手、室は搾乳牛舎の中央地侭11に飼料室はサイロの中聞におく

4) S80~ID 

搾乳牛舎と育成牛舎は T字形の一棟とし、ともK平家建とし、搾乳牛舎の北側K乾草舎兼用のパン

カ サイロを配置し、この聞は舗装する。牛乳処理室、休憩室飼料室は搾乳牛舎の東側におく。

5) S80-2A 

搾乳牛舎は2階建、育成牛舎は平家建とし、 t;最L'[搾乳牛舎の函側!tt牛乳処理室.休憩室L飼科室4

角形サイロ 4基を配置するロ

6) S80-2B 

搾乳牛舎は2階建、育成牛舎は平家建とし、搾乳牛舎は南側に南面し、その中央部の北側Jvc育成牛

舎を、さらにその北側K角形サイロ 4基を配置し、 T形にする。牛乳処理室、休憩室、飼料室は搾乳

牛舎の東側におく。

7) S80-2C 

搾乳牛舎は 2階建、宥成牛舎は平家建とし、搾乳牛舎は東側V亡、育成牛舎は西側V亡、その中聞に円ー

形サイロ 4基を南北K配置し、それらは舗装路で連絡する。牛乳処理室、休憩室、飼料室は搾乳牛舎

の西側Kおく。
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Civ)ルースパーン

北烏試畜産部柏木 甲

成牛80頭、 12-24ク月令の牛13頭、 12ヶ月未満の牛13頭を収容する自由採食方式を主

体とする牛舎で、サイレージの給与方式の差異によって L80 -AとL8 0 ~ユちに区分じたロー\

何れの場合も、休息室、給餌場、搾乳室、待機場ならびK運動場の機能を備えるほか、子牛房、育

成房、産室¥病牛房、牛乳処理室、飼料室、事務室などを砲置した。

構造上、主要建物の支柱間隔は11mとした。ニフの設計例の共通点は次のとおりで為弘・

① 休息場の床面積は1頭当り成牛5-5.5nf、育成牛4'TI'を碁準とし、同棟VC110-121イの

敷料置場を設置した。敷料情場を挟んで搾乳牛用(6 4頭)、乾間育成牛用(2 9頭)vc二分し、

飼養区分の変化Kよって、それぞれの必要両積を適宣調節可能にした。したがって敷料置場には回

定した仕‘切り柵1は設けなレ。

壁体は地上1-1. 2市はブロックまたはコンクリートとし、北側は全開し、南側vcはプラスチッ

クの採光窓を全面に取りつけ、巾 5司の出入口を4-5ケ所設けたの出入口には戸をつけず、のれ

んとした。床は土間とし、レベノレl土地上20ι明以上とするが、南側内部1.2m程度はコンクリート

とするのが望ましい。

②搾乳室は6頭複列のへリンポ-yシステムを採用し、搾乳後、牛は直角K曲って運動場K出す。

なお発情牛および乳房炎などの異常牛をチェックするため検査室を設けた。床は待機室の床面より

1 Ocm高としピットを地下K下げた。南面vc小窓および換気扇を設置するの

@搾乳室に隣接して牛乳処理室を配置し、スパイラルクーラ一、ミルクポット、真空コック等搾乳

設備を約2.7百の墜商に取りつける。水槽、流し、ゾノレーシヨンラックなど常備品のほか、水槽か

らの乳缶の積出しを省力化するため自動滑走運搬装置を設置した。また搾乳中、牛乳が水槽中の手l

缶に直接流入するよう K配層、した。機械室は別に設け、真空ポンプ、冷却機、瞬間湯沸し等を備え

ー.. ド、-・

④ 分娩房111園、育成房2個、テ牛房6個および病牛用ストーJレ4{I聞を設け、分明房、育成房等は鉄パ

イプもしくは木造のすかしとし、子牛房と病牛用ストールは冬期間の寒冷を防ぐため耐寒構造とし

Tこ。

@搾乳牛用の濃厚飼料は搾乳室の 2階に格納して飼槽に落下させるが、その他の牛の濃厚飼料は別

に飼料室を設けて貯蔵する。何れも全面亜鉛鉄板張りとする。

⑤運動場は舗装経費節減のためできるだけ縮少し、舗装部分を 10 0 Ifnf.以下Kおさえた。過剰l部

分はローンとして運餅易の汚泥を防いだ。
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⑦乾草舎は間口 5m、奥行全長55羽とし、壁体はヌキすかしで年間所要景の 50-60%の格納

容積とした。その他は屋外に堆積しておき、乾草舎の減りを見て随時格納する。乾草舎の前面運動:

場側に固定給餌柵金設置する。給飼場の畏さは同時に半数の牛が採食可能の長さとしたが、乾固育

成牛群では乾固牛の一時的増数を考慮して若干の余裕を見た。背面には5ク所の乾草搬入口を設け

扉は両引きとした。

③運動場への落雪を防ぐため休息場および乾草舎の屋根は片屋根とし、後者の場合、雨除けのため

給飼柵より外側(tC2. 5 11程度のばした。

@給水は運動窃で行い、搾乳牛群K到底乾固育成牛群(tC1個の不凍式ウォーターカップを設置し

た。

つぎに二つの設計例の特徴ならびに相違点をあげる。

L80-A 

①サイレージの給与を機械し、パンクフイァ・-(tCよる自由採食方式とLたものである。Jサイロは内

経5m，:高さ f2mの円塔サイ Pを4基設置し、‘サイレージをアンローダで落し、コンベアーで送

りオーガ一式のスクリユーコンペアーで両翼に分配する。パンクフイタ・ーの飼槽は巾1.一8_m、倶JJ壁

7 Or.71l、深さ 3Of，'1llとし、側壁は木造とした。全長30m、両側から採食するので給飼場の畏さ

6-0mのうあ}を乾固育成牛用K充当した。

Jサイロ'アンローダーは分解す石ことなく、_.4基のサイロの天井を移動可能とし、コンベアーは小

屋囲いし、パンクフイタ・-'-I'Cは屋根をがける。

②'乾草舎は搾乳牛用、乾固育成牛用の二棟に分離して、休息場を挟んでコの字型K配置した。

@待機場は別K設けず、ー搾乳時乾草給餌場をこれに充当するようKした。日:

④ー葬』室).;ーおよび育成房は持乳牛の，休息場の一部を利用して設置じた。したがつで尿溜f士号牛と病牛

だけが対象であり、.小型のもηー基を備えふた。堆肥場は造らず、ポRは休息場に運ぶととにした。

L80-B . 

①-!;f::::1_子守， _グをつンカーサイロから自由K採食さぜる←殻的左方式であlる。

メ、千イカーグナヴロは府幅8m.，高さ2.4m. .奥行3Z 5mのサ寸ロを二週緯接ιて設t遣い側壁は
鉄筋コンクリートとし.内面は下ず促みに傾斜させた。経費会よび詰込み作業の面から固定した屋

根はかけず‘一積込みどとκビニール天幕で屋根を緩るようにした。床はコンクリートとしー中央の

共通壁κ向って傾斜をつけ託。サイーロの採食口Kは長さ 4mの可動給飼柵を二個設け‘滑送速蛾装三

置をつ吋て移動を容易voじだ占乾固育成物給餌スペースは全体の手とする。

-(星)。乾草舎はヲ篠κぃ:止、コンカーサイロを挟んで休息場の対面K画己憧した・柵の移動昨よ !r.飼養区二

分の変化に応じて給餌スペースを調節出来る円
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@ 待機場を休息場K隣接して設け、休息場運動場何れからも入場可能V亡した。床はコンクリートと

し排水溝を造った。

④子・牛、育成牛、分娩牛、病牛用の尿溜を設置したoL80--:-Aと同係堆肥場は置か1.i:加。

(V)フリーストールパーン

新得畜産試験。蕩西埜 進

F80-A 

① こ・ゐフリーストーノレバーンはT字型に休息場(フリーストーノレ)、給飼場、搾乳室(ミJ時ングパ

ーラー)、飼料貯蔵場などを一つの建物の中1におさめ、舗装面積の縮小Kつとめた。

② フリーストールは幅1.2 5メートル、長さ2..35メートル(有効約1.2 X 2. 1 .5メートノレ)の同

じ寸法Kしてあるから、ブリスケポート又はヘッドパ-ttcよって、小型牛が床上ttc排糞しないよう

にすべきである。ストールの対面は隔壁?によって遮断した。

① 除糞作業はトラクタ一利用Kよるのでストール通路、給飼場などを可及的に直線配列なるように

考慮、した。

@ 車鐸舎では乾草を貯蔵し、固定されたV型給飼柵Kより牛が何時でも自由に採食できるようにし

たのこのほ沿いの給飼場は、サイ νージ飼槽の片面通路と統合された形になっている。

⑤ サイレーヅ飼槽には、牛が飼槽K対して後向きや横向きKならないよう K高さ 0.1メートル冊A

メートルのステップを設けた。更ttc牛がトラフ・Jレを起さない幅と畏さを配慮し記。

@ サイレージはアンローダ-ttcよりサイロから取り出し、コンベアーでフイダーまで搬送する。フ

イダーはオーガ一式のものよりプロペルド式のものがのぞましい。従ってサイレーク飼槽はこのよ

うな給餌機械の取付けをも考慮した寸法である。

⑦ 畜舎K拡散される糞尿は乾草や敷料の混入が少いから液肥処理するととが合理的と判断した。

@待機室は通路兼用Kして特に設けなかった。

@搾乳室(ミルキングパーラー)は、へリングボーン式の 6頭複列で 1サイクJレで6頭同時K搾乳

できる施設にした。冬期聞は搾乳床面が凍結しないようなロードヒーテイグを行うべきである。更

にできれば出入口の外側と内刊についても配慮、したらよい。電灯照明Kついても特に留意すべきで

ある。飼料室は2階K設けた。配合飼料規制巌置は手動式で十分である。

⑬牛乳処理室の搾乳室側の壁体Kはエアセパレーテイングジャ...・クーラ一、テートカツフ・:ウオツ

シヤーなどの諸機械が取付けられ、送乳がチャンリツト官より輸送缶K自動填充される。

⑪機械室ttcバキュームオシフ¥停電用エンジン、冷凍機など合おいた。
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ミ手く千奮(tポーノレ担ヅプlにより水位を調節する。

パ 号交~斉牛舎の子牛房 5、ストーJレ 5 、産室 2 は寒冷から保護する防寒構造を考慮.じたし育成

手_:，:ヱ言語数V亡応じて移動できる柵で間仕切った。

'j，~・ 冬明間の気象条件Kょっーては、開放部分を簡単な「パネル」式のもので遮へいするととも考えら

r，_ふさ又、フリーストールの区画の上面(牛碩上)を敷料で覆いをして保温するとともよい。

F 80-B 

① このフリースト-)レバーンはL字型でパンカーサイロ 2基を付設した。

⑨ L字型は除去作業が一直線にならないが、運動場は冬期間の日光を最大限に利用できる。

@ サ寸レージは運搬車により搬入する。この泌あい将来ロ -jf.・一、セルフローデイングワゴンにょっ

て運搬や取出しの苦労を解決できるように必要な通路幅を見込んだ。

④ その他は]'80ーAと同Eであるロー
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記・第 5同研究会講演要旨
(昭和42年7月4日 於札幌市住友信託ピル)

育雛期間中の栄養摂取がその後の産卵能力におよ

ぼす影響

コネティカット大学 E. P.シンセン

養鶏家ならびK養鶏研究者の間で、は多年忙亘って、優秀なフ辛口イラ一用l惟種鶏の更新用雛を育成す

るための最も良し、飼養管理法を見出す目的で研究がなされて来ております。

これら研究の多くは基本的忙は、 (1粧の成長速度をおさえ、 (2)性成熟を遅らせ、これ忙よって更新鶏

の産卵開始時における綾小卵の生産を少なくするとともに産卵率を高め、種鶏 1羽当りの種卵生産量

を増加することを目標忙行なわれております口近年 ブロイラー用鶏の初期成育速度がますます早く

なって来ているため、このような種鶏更新用l唯雛の発育抑制法の必要性がさらに高まっており立す.

第 1表忙示しましたよう忙、ここ 10年間!tC8週令の雛の体重は 45婦も増加しております。ところ

が同じ 10年間K成鶏の体重Kはほとんど変化がありません(第/1濠表。)このことはブロイラー用鶏

で、は初期成育の速度が急激K高まって来ているととを示すものです。遺伝的忙は成長速度と性成熟に

達する年令との問忙は密接な関係があり、通常前者が早ければ後者も早くなります。このよう忙初期

成育の速度が早いということは、ブロイラ一生産者の立場からいえば経済的忙みて非常に望ましいこ

となのですが、種卵の生産者にとっては種鶏の生理上からもまた経済的忙も好ましくはありません口

このようなことからブロイラー用種鶏の更新用雌雛を育成する際K何らかの発育抑制方法を講ずるこ

とが近い将来ますます必要忙なるものほかれます口発育抑制方法として現在用いられているもの

忙は次のような方法があります。

(1)照明時聞を漸減する方法ー

(2)繊維含量の多い飼料を用いる方法

(3)飼料の摂取量を制限する方法

(拍育雛飼料としてアミノ酸のリジン含量の低い飼料を用いる方法

(5)飼料中のエネノレギー含量または蛋白質令長ないしは両者を調節する方法

(θ隔日給餌忙よる方法

ここでは上記の各方法のうち(3)(心(5)および(6)忙関する最近の研究-vcついて概要を述べます。

〔命IJ 限 給 餌〕

育雛期における給餌量の制限が成長後の産卵Kどの様な影響を与えるかについては、最近、卵用鶏
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を用いて広汎な研究がなされており、ブロイラー用鶏Kつ，いてもある程度の研究が行なわれておりま

す。制限給餌の効果は基本的には両者とも同じですが、実施方法K多少の違いがあります口 SVrain 

等 (1965)および-Gowe等(.:1'9_65)は卵用鶏を用いて行なった制限給餌K関する優れた研究

を発表しております口すなわち、飼料給与量を飽食時採食量の 70婦ならびK-8，0 % (rC制限した場合

Kついての影響を 5ク所の農場で5‘ケ年K亘って調査したものです口この試験では各々の飼養処理を

2 5回反復して行い、統計48.0 0 0羽以上の鶏を使用しております口制限給餌を行なった群は双方

ともK、程度の差はありますが、相当相似た著しい効果が認められました。第5表K試験結果を要約し

て示しましたが、制限給餌を行なった 2群の結果を一つに纏めてあります。これらの結果を第4表K

掲げたものと比較しますと興味があります口第4表lζ示したのはBle七neγ(1-963)が肉用若鶏

Kついて行たわれた制限給餌K関する 1-3の試験の結果を取樋めたものです白この 2つの表K示した

結果は全く同じではありませんが、 t かなり似かよっている ζ とは明らかです口すなわち両者とも制限

給餌によって、育成中の銘死率増加、性成熟の遅延、体重の減少ならび忙産卵鶏舎に移して後の鎗死

三容の低下及産卵率の上昇等の影響が認められます口 S七ra，in等 (1965)は制限給餌をした鶏も

正常飼養の鶏も産卵能力Kは差がないので、 hen-house方式で、の産卵数の増加は、結局産卵鶏の

鎗死率が減少したことによると結論しております口さらに一部の研究者が制限給餌法を用いて所期の

効果を得られなかったことの原因として、 (1)試験の実試技術、 (2)供試鶏の制限給餌を開始ないしは終

了した生育時期、 (3)給餌の制限度合、(心試験実施期間中の照明の具合等が関係しキのではないかと述

べております。また、;給餌の制限度合が飽食させた場合の 85領または、これより綾やかであれば効

果を得ることが出来なかったとも報告しております口 Gowe等 (1965)は制限給餌をした鶏で卵

による収入が増加する理由として次のろうを挙げております口 (1)産卵が増加する、 (2)育成率は多少悪

くなるが倭ト卵の生産が減少L、中、大卵の生産が増加する。(引産卵鶏舎へ移した後のド死率が減少

するロ

ζれらの事実はブロイラー用鶏KついてすでKなされた研究室内ならびK野外試験での結果を確認

するものですo G owe等はまた、給餌制限を従来行なわれているよりも早い生育時期から始めるべき

であるとしておりますが、現在のところ、給餌制限を始める最も良い生育時期を明確に示した研究は

ありません口 Hollands と Go'vy e _ ( ，J'、96 ，5 )はレグホーン種を使用して 22日令より 147日

令まで制限給餌を行ない、初年目の終 ~k強制換羽を実施した後、引続き 2 年目の産卵成績について

も測定して、きわめ丈興味ある試験結果を報告しております。 2年目の成績では初年目のものと異な

り性成熟や発育の遅れなどがないとと1から制限給餌Kよあ効果栴拡ヨきbと現われてなか fますすコ告IJ

限給餌を行なった群で、は飽食させた群K較べ第 1年目Kは1羽当り 44セシト、第 2年目代は 89セ日

ントの収益増となっております口この種の試験はブロイラ-用種鶏について行なっても非常K役立つ
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と考えられますし、きらKその結果から新しい知見を得る可能性もあります。

〔低リジン飼料〕

雛の生長を抑制し、性成熟を遅らせるためKリジン含景の低い飼料を使用するとL、う考えは、コネ

テイカット大学での学生実験の課題から生れたものです口この実験で使用した飼料は4週令における

雛の体重を50冊減少させ、しかも雛の健康陀はイ可の影響も与えないことが認められました口これら

め桔果はアミノ鴎含量の低い飼料を用いることKよって、更新用雌雛の健康を害することなく成長速

度を抑制しさら忙は性成熟K達する年令を調節出来ることを示すものです。リジン含量が低く他の必

須アミノ慨をほぼ正常量含む実用育雛飼料が考案されましずム(s \i ng 包e. n 努 F~'9 ]6;-4ó '~1 9~605'>}b) 

これらの飼料はトウモロコシ、大麦、コ.;;;yグルテンミーノレ、アルフアノレフアミーノレ、と常用されてい

るビタミン、ミネラノレ添加剤セ配合したものです口この飼料はNRC標準K較べてアノレギニン、メチ

オニン、 トリプトフアν含量が僅かK低いですが、リジン含量K最も大きな差があります口 トリプト

ファン含量を少なくするととは特K避けるべきです.というのは、私の経験ではトリプトフ)~耳兎J

Kよりフエザリングが悪くなり、尻つつき等を生ずる原因となるからです。これら飼料の蛋白質含量

はスターターが 20婦、グローワーが 16婦でL 代謝エネノレギー含量は両者ともjポンド当り 1300 

Calです。供試雛Kはこれら飼料を自由に給与唱しました口雛の飼料を供試飼料から正常の育雛飼料

へ異った日令で切替え、その後は成熟期K達するまで不断給飼Kより飼育しました。供試飼料を1日

令，より給与Jした雛ft、 8週令Kおける体重が正常飼料で飼育したものの約 6D.婦でした。しかしこれ

らの雛はフエザリングも良く活動的で体が小きやこと以外陀異常は認められませんでした。 イ'

骨格の成長K較ベアて他の体組織の発育はやふ劣るようですロ 8週令から約 20週令までは正常飼料

で飼育したものとの間l疋明らかK体重差が認められましたが、 2 6週令頃Kはとの差がほとんどなく

なりました。第戸表K示しましたよう K、リジン不足り飼料で最低 12週間飼育した雛は、 50%産

卵に達する日令が1.8月遅れました。他の試験や野外調査の結果では位成熟が 12 ---2 5日遅延して

おります。リジン不足飼料を与えた若鶏では、.26週令K達するまでの産卵数が正常飼料で飼育した

ものより劣りましたが、‘ 26週令以降の産卵数では後者を上廻りました。我々が現在まで行なった試

験のいずれの場合にも、リジY不足飼料で、飼育した鶏は、産卵最盛期が産卵期間の中期ないしは後期

K移る傾向のあるととが認められました。このような産卵最盛期の移行や種卵生産が増加することは

解卵業者Kとって経済的に有刑なことは明らかです:。 -.' 一一， 一 ， 

H隔日給餌法 Hと呼ばれる新しい鶏の飼養管理法が最近養鶏業界で開発されましたが、この方法も

ブロイラー用鶏および卵周鶏の双方応用いることが出来ると a考えられます凸とれは簡単な方法です口

雛が1日なじ L.l，J;週合になってから飼料を 1; 局お急.陀給与臨ま~ö~!~~組料り給;与量必、雛 1.G:.Qi羽当
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り1日所要最の倍景から 2ポンド差ヲI¥，、た量を 1日:おきK与えます口この給与量は雛が 1日K採食可

能な量よりも多いので、袷餌日Kは力の強い雛も弱いものも一様に飼料を十分K取るととが出来ます口

飼料を与えない日Kは 10 0羽当2ポンドの穀防を敷料の上Kまき餌として与えますが、こうすると

とKよって雛を常に動き廻らせるとともK敷料の状態を良好K保たせる効果があります口との方法K

よって鶏群の揃いを良くし、育成率を向上させ、さらK産卵率を改善する等の効果があったと ArbOr

Acres Review ( 19 65 ) v<:報告されております。 Knigh七、 Wiユkening及Gosse七

(1965)は隔日給餌法Kよる野外試験の結果Kついて、(1)雛の育成率が 90冊以上となり、 (2)産

卵では慣行法K較べて卵生産の低下する季節で 10 ....... 1 5婦、卵生産の高い季節で 5---8婦それぞれ;にi

高く、 (3)4つの種鶏群の平均種卵生産量は 1羽当 12 8卵であったと報告しております。この方法を

用いると尻つつきが生じやすいので、事前忙|持切除を¥行なうか‘尻つつきがもしなさたならば直ち昨

木ターノレを塗布する等の処置を取ることが必要です口この隔日給餌法Kついては、雛の適切な管理方

法等、まだ研究機関忙おいて試験がなされておりまぜんが、フプ0 ロイラ一養鶏業界で

る研究結果から、との方法は効果があるように思われるρで、今後詳細K検討する必要があると考え

ます。

〔飼料の蛋白質含量〕

飼料中の蚤白質含量と成長速度、飼料効率および性成熟K達する年令などとの関係Kついては、数

十年来、養鶏研究者の間で研究がなされて来ております。さらK最近Hams及 Wald r oup ("1962) 

Waldroup及Hams( 1 9 6 2 )が蛋白含量の非常に低い飼料を用いて行なった試験成績を発表し

て以来、この方法についての関心がさらに高まっております口卵用種の雛を使用して 8週令より 21 

週令まで議白質含量が僅か ro 婦の飼料を給与することにま b体重宝54滅減~Jl:)~ 初産日令が約 14日

遅延したと報告されております。この飼養処理によって全産卵数には影響を受けませんでしたが、産

卵鶏舎に移してから、体が成熟するまでの最初の 5ヶ月間は飼料の消費量が多くなるととが認められ

ましたo Bri1rmann等 (1965)がブロイラー騰を用いて行なった試，験ーで、は、 1 1婦の道白質

含量を持つ飼料を雛V<:10.......23週令まで自由K給与した場合、 16領選白含量の飼料を制限給餌法

托よって育成したものに較べて飼料の消費量が増大し、体重も増加しました口この低蛋白飼料の生産.

エネノレギー含量を飼料 11(9当 2.33 6 0 a工より 11700a工に減らした場合Kは体重が僅か減少

しましたが、飼料消費量は約 ~6 婦増加という結果になりまし 7ぉ低蛋白、低エネノレギー飼料を給与

した鶏は、蛋白含量 16婦で中位のエネノレギー含量を持つ飼料を制限給餌した鶏と比較して飼料消費

腎が約 13 3婦となっております。また低蛋白飼料で育成した鶏の産卵率 (hen-day方式 L卵の受

精率と解化率、ならびに生存率が僅かながち低い値を示しました口 Howes及 00七七er(1965)は
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ブロイラ一用種鶏の雛に対し 8週令より査、白質含景 10婦の飼料を給与した結果、飼料消費量が著し

く増大し、性成熟期Kおける体重は全く減少しなかったと報告しております。とれらの結果より考え

て、ブロイラー用鶏にこの種の飼料を用いた場合には、鶏の生理の上からもまた経済的にも好ましく

ない結果を招くものと思われるので、実用に供するには今後なお一層の検討が必要です。
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第1表 メイ V州における 10年問、 19 5 5-1 9 6 4、のプPイラー用鶏の 8週令時

体重と同飼料効率の推移

年 次
平 均 体 重 飼料要求率三本来

お す め す おす

J (ポンド) (ポンド) (ポンド)

1 9 5 :5 3.33 2.5 5 2.48 

1 9 5 e 3.1 4 252 2.45 

1 9 5 7 3.4 0 2.7 6 2.22 

1 9 5 8 3.54 2.84 2.0 6 

1 9 5 (} 3.92 3.13 2.05 

1 9 6 0 3.97 3.19 2.12 

196 l 4.1 4 3.33 2.08 

1 9 6 2 4.54 3.65 1.97 

1 963  4.4 7 3.59 2D.8 

196 4 4.62 3.7 0 1.92 

増 減(ポンド) +1. 29 +1.15 -0.52 

増減割合 (掃) 38.73 45.10 22.58 I 

来飼料要求率三
8週令時までの飼料消費貴(ポンド)

8週令i母体重 (ポンド)

第2夷 ブロイラー用めす種鶏の成熟体重の推移米 (60-66週令)

年

1 9 5 5 

195 6 

957  

958  

1 959  

960  

1 9 6 1 

，. 9 6' 2 

1.9 6 3 

1 9.6' 4 

次 体 重(ポンド)

ス68 

8.2 9 

8.1.4 

Z 6 9 

Z 6 2 

8.1 7 ' 

8. 1 5υ 、

Z 9 7 

めす

{ポンド)

ソ.2.60

フ2.60

2.34 

2.17 

2.19 

2.23 

2.18 

:2.07 

2.15 

1.99 

-0.61 

23.4 6 

来 コネテイカット大学で2系統の鶏K種々の淘養処理を行なった際の資料よりヲ|用

-50ー



第5表 育雛期間中陀袷餌制限を行なった場合の影響楽

(2 5反複中K言E録された頻度)

調査事項 j 増加 減少!変化なし!差の平均値

育成中の舞死率 2.-0 4 2.0% 

産卵開始後百舞死率 5 ー2.0 ヨ; 2.0 % 

性成熟K達する年令 2，，5 。 ロ 1-5日一

一体重(1 4 7日令) 。 2 5 E .. 3 1 0 fI 

/1 ( 365日令) 4 2 1 日2 4 0 fI 

/1 ( 5 0 0日令) 5 1 9 4 0 fI 

卵霊(350日令Kお付る) 6 1 6 3i O. 3 fI 

産卵数(H.en-h.ouf'.oゅう、 1 8 5 2 5個

生存鶏の産卵率 1 2 1 0 ~; 日

産卵率 (Hen-day) 2 5 。 日 3.0% 

来 S七rain等tか19 6 5 )卵用鶏による試験

第4表 制限給餌と飽食lてより育雛した肉用めす鶏の産卵開始後における試験成績の比較

( 1 3の試験結果を纏めたもの)楽

調査事項 制限袷餌群 飽食群 差がないもの

産卵率の高いもの 1 1 

卵の大きなもの ー8 。

第死率の少なL、もの 8 

体重の重いもの 4 9 。

1羽当飼料消費量の少ないもの 1 0 2 

来 Ble七ner (1963) 

一部の試験では該当する調査事項の測定を行なっていない
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第 5表 ブロイラー用鶏を正常飼料とリジン不足飼料で育成した場合の体重、および

産卵率が25婦、 50%K達した日令ならびK成熟後の産卵率Kおよぼす影
来

響

飼養処理

下記産卵率 K達した昨令

25%  5 0 % 

2 1週令Kお "1.26-66週令

ける体重

(タ)

聞の産卵率

( % ) 

DO-4週令
2.994 5 2.6 

N 5 - 2 1 " 

DO-8" 

N 9 - 2 1 " 

DO-12" ) 

N 1.3 --2 1 " J 

D 0-16" 1 

N 17-21 " } 

N'0-21 

平 均

、11h
1
1
1
1
1
B
Y
-
-
h
f
h
B
1
1

』，

ム甘い

U

1

週

2

2

4

4

~

 

~

~

3

 

0

5

1

 

N

D

N

 

[
!
j
e
l
l
 

、EEE
B
E
E
B
E
E
t『
E

，，，
t
h
I
B
E
E
E
E

‘.，，
JH

H

 

.，a
・

M
m

，

.
E
E

・
，
，
1

d

y

-

-

1

J

1

J

 

H

，O

つι

つι

つι

，O

つ』

8

1

~

J

~

1

~

 

~

~

7

~

5

~

7

 

0

9

1

0

1

0

1

 

N

D

D

N

D

N

D

 

N 0-2 1 " 

平 均

1 6 3 1 6 6 

1 6 5 1 7 4 

1 6 4 1 8 5 

1 7 1 1 8 1 

169 1 8 4 

1 6 6.4 1 7 8.0 

1 4: 7 1 6 3 

1 4 2 1 5 8 

1 5 0 
1 ") 0 

1 6 1 

1 5 1 1 8 1 

1 5 0 ..1: 6 5 

1 4 8.0 1 6 5; 8 

う|モ Singsen等(1 964 ， 1 965 ) 

N ;正常飼料による飼養期間

D;リジン不足飼料による飼養期間

q
L
 

F
H
U
 

2.，774 5 3.4 

2)758 5ス5

2，6 3 1 56.6 

2.，5 7 7 

2下74 7 

6 1. 9 

2，8 1 7 5 3.1 

4.7 0 4 5 0.5 

2，9 4 9 5 2.6 

2，90 8 
， q 

5 5.4 
に仁!

2. 9 3 "5 5.6.0 

2.8 8 3 



3 第 6回研究会講演要旨

(昭和42年10月28日 於農林省新冠種畜牧場)

新らしいWarm Loose-housιng Sys七emについて

北海厳司発コンサノレタント株式会社

松ー川 五郎

畜舎施設は家畜管理作業の拠点であり、投下資本の重要左地位を占めるものであっえ経営的忙見

てきわめて重要在位置を占めているo しかも簡単K改築等の出来左いもの左ので、之が建設Kは特K

慎重を期さねば左ら左い。

畜舎施設の備えて会らねば左ら左い重要左要素は多々あるカミ省力合理化K完成されたと思われる
(1) -'-~ .. _ ~ _ _ _. _ _ (2) ー

ものと、未完成と思われているもの との一つに分けて見る'と

(1 )完成されたと思われる装置(スタンチヨン式、フリーストーJレ式夫々 K於て)

( a)給餌・給水装置

(b) 自給飼料の貯蔵装置

(c)搾手[装置

(d)牛乳処理装置

(2)未完成ι思われる装置

( a)ふん尿の処理装置

(b)ふん尿貯蔵と草地えの還元装置

と在るo 即ち未完成の部Kついて比すでに長い間いろいろ切符Eされ、スタンチヨン式牛舎Kあって

は、パーンクリーナーが現われて、 Lきわら、ふん尿は人力Kよってクリーナーの上K落せば堆肥忙

ゆくが、その堆積は人手Kよらねばくずされず、その作業は足場のわるいぬるぬるの堆肥の中の重労

働である。更Kとの糊巴場から圃場えの遭般は従来通bマニユアスプレーダーに積み込み、僅かづっ

撒布せねば左らず、撒布のゆるされた期首内K撒布しかね、残してしまう場合も多かったが、 との点

KっきヨーロツパK於て盛在る研究が行左われてきたが、最近にいた bきわめてすぐれた畜舎施設が

考案され、すでK実施Kうつされて非常Kよい成績があげられでいるので、とれら外国の資料K基づ

いて

1. 1 0 0頭用 1 3カ月---1 8カ月令育成牛舎 '2種

2. ，.5口頭用搾乳牛専用牛舎 1種
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の設計.工事費見境設備費見積及びふん尿処理:_1散布還元方樹立にその効果舎内労力等につき

きわめて不完全ではある治九その概要をしめした。幸いにして斯界のため幾分左 bとも寄与するとと

ろあれば望外のよろとびとするととろである。猶どりSys七emは牛の外めん主豚、 Kわと 9VCも

応用するととが出来るがとれはまた矧Jvcした。

工 牛舎施設の概要

(1 )育成牛舎 Kついて

!~ 1， 2一九 2-2， 2ーしム 4一人 4ー2、K示した各部の説明

( a)各部の構造

(i)-"' Cubicle日 S工0七七 ed-fユ00九 ふん尿タンク、飼怯稀釈タンクはいずれも鉄筋

コンヲリート製、'Cubicユesの仕切.J?'は鉄パイプ製

( ii)乾草舎床は土間文は簡易舗装

(iii)牛舎の外国壁は木骨波鉄板張久乾草舎の外国壁は木骨貫すかし張b

(iv)屋根は木骨長尺鉄板茸

(v)サイロはタワー型の場合は火山灰フーロック患フラット型の場合はパ yカーサイロで外囲

はコンクリート支柱K木板、床はコンクリート

(b)各部の解説

(i) Cubiclesは牛が1E百あてはいって休息するだけでふん尿の欄で床をよどすととが左

いように工夫され. したがってしきわらの使用も不用としているoその代-9牛の大きさK適

合した寸法が必要左わけで之については今後のsmVCまたねば左らぬととが多い。

(ii) S lo七七ed-fユoorは牛の通路、糊場の床である。

( iii) ふん尿タンクは S1， 0 t t e' d -l' l 0 0 rをとうして家畜のふん尿、雑用水をうけて最小限

度一冬分を貯蔵するコ Y クリートタンクであるo

以上三ツの部分がふん尿処理と圃場えの還元とを従来と比較K左ら左い位いの省力と、生産

コストo;m減K役立ヲはた白きを可能左らしめている。

註:s工o七七ed-fユoo:rは S工atを一定間隔をあけてしき左らべた床である。

(iv)稀釈タシクはふん尿タンク内の日ユu口ア(ふん・尿ー水の混合液‘ドイツではαQl'le) 

をポンプで吸い上げ.之Vて水を注入して希望の濃度日倍乃至7倍)Vてうすめて撒布するた

めのタγクであっーてよ肥倍度の正確を期する上に便利であるのと‘金肥文は石灰の施用の場

合との中で水K溶かして撒布するの Kも至便である。その撹枠はポンプのプローパックを

利用するo

(v)乾草舎はベールした乾牧草を貯蔵すると同時にその一面K柵とし、牛が自由K採食しうる
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ょう左給餌場忙したものであるロ

(Vi)サイロはタワー型とフラット型(バンカーサイロ)とを採用したロタワー型はアンローダー

を動かすととが出来るので設備としてアY ローダーを入れて設計した。サイロの型Kよって給

餌場のつけ方が変って来るので全体の型態は自らちがって来るが経費の点ではあまb大きい

ちがいは左い。然し管理使用の面では大き左差があるので.いずれをえらぶべきか経営体の

実情Kあわぜてきめられねば左ら左レ、

( 2)搾乳牛舎について

図1一人 1ー2、 2一人 2-2と育成牛舎の図2-3. 4一九 4'-2とを参照。

各部の構造、解説は育成牛舎と同じ左のでとれは省略、搾乳室、手L室等は従来のルース式牛舎

と同様左ので特K説明の要左しと認めてととKは省〈。とれらのととろから出る雑用水はタンク

K落すととが出来る。

E 主なる利点

(れ川1け)従来恥の牛特舎と凶ちが炉七て株休息時K帥牛体偽を

を低め、いつも清潔感をたもちうる利益が大きい。

(2) S七a工ユの清掃、しきわらの更杭 しきわらー製造等の手聞を左〈した点、従来のLoose-Ho--，-

usingVCなける給餌場の除雪作業叉は雪Kよる被害を全部省ぐととが由長るo

但し Slo七七 e-d-f-工びorは時々ホウキと71てをつかって清掃はするが.ホースから流しては

き会とすだけなのできわめて軽い仕事である。

(3) ふん尿の草地還元は、草の生産量、草の品質等VCj:，-，よほす影響はきわめて大きく、また作業的

Kも著しい省力をもち来たし、叉金肥施用量の節減等経営技術面K好結果をもたらすととが考え

られるが、我が国VCj:，-，いては末だハツキリした資料は左いが百ドイツ草地研究所のDr.Brunner.、

Dr. Shoユ工hornVCよる南ドイツA工ユg忌u地方の草地酪農経営分析等KよってS工urryの

使用効果を示したものがあるので、その概要を後章K掲げて参考とされたい。

(4) Sユurryの撒布方法はパイプ‘ホーへフアローガン方式パキュームカ一方式簿があ九

とれ等は牛舎と草地との関係、草地地裁落差の関係等忙よってL何れか適宣えらばれねば左ら左

いがととでは比鞠句草地は平担、面積は大体40---50 ha位と仮定して設備費を算定した。

][_ Slurryの撒布施設

図4-1.4-':_2 参照。

S'lur ryのf散布はふん尿処理の方式として重要左部位をしめる施設でである。

(1 )各部の構成

(a)地下タンクのお併はヒドロポシプのプローパックKよって証の水を射出して行的。
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(b) Slurryの吸い上げ及び圧送は牛舎む地下タンクから一旦稀釈タンク内K吸上げてが

水を注入い濃度をととのえて圃場K圧送するロ

(c)圧送されたものは立上りパイプから.撒布ホ一人フアロー・ガンKよって撒布される。

(2)撒布濃度

各撒布の時期と合わせて適正濃度を定めるととが重要であって今後の目前Kまたねば左ら左

いが大体3.....， 7倍稀釈液を用いているようである。従って一度忙では左いが相当の対丈量を必要

とするわけであるo

(3) S工urryの肥料成分率

区

分

搾

手L

牛

との成分率は今後の実験K期待するとととして、ととKは北海道農試測定のふん尿量と畜産大

事典の成分率を用いて Sユurryの成分量とした。(表 1) 

表1.

口口口 目 竺詑L区 分
/ 

N PiOS K20 

司。 0.29 0.17 0.1 0 
ふん 4 0.4 Kg 

成分量(}ヤ) 0.11716 0.06 868 ， 0.0404 

司。 0.58 0.49 
尿 8.4 // 

成分量(K9) 0.04872 一 0.041 1 6 

守口 0.3399 0.1 407 0.1 671 48.8K9VC対し
合計 4 8. 8 

成分量(K9) 0.1 6588 0.0 686810.08156 
一一一

但し Nは50私、 P20Sは10 I弘、 K20 は20 ~もの歩留ま b と見る。、

各成分の価格は N= 9 5.2円 P=  7 5.3円 K==;5Z3円と見る6

(4 )搾乳牛の食草量と還元肥料成分との関係

1頭の搾乳牛が還元できる S工urry量は

4''8.8K9x3 6 5日=1ス8'12K9 

1頭の搾乳牛が 1年閣に摂る草量を青草換算Kて

6 0 K9/' 1日 とすれば年間量は

60K9x365日=2 1， 9 0 OK9である。

草地の青草生産量を 10 a当95七onとすれば

此牛の必要草地耐責は

2 1， 9 0 0 K9-7-5， 0 0 0 K9= 4 4 aと在九とれK対し

還元ふん尿量り放牧時は直接、食飼時分ほタ γクK貯蔵し Slurryとして1ス81 2，K9を
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還元するo

表 2. 搾乳牛1開年間ふん尿の肥料成分量と推定還元額

成分名 成分率 実物量 成分量 成分金額/K~ 総金額 推定還元額

N 0.3 3 9 9 0/0 1 7，8 1 2 K~ 7 0.5 4 K~ 95.2円 ゐ715円 3，3 5 8円

P205 O. 1 4 0 7 // 1 7，8 1 2 Kg 2 5. 0 6 // 7 5.3 // 1，8 8 7グ 1，6 9 8 .// 

K20 1 7， 8 1 2 K~ 2虫76.// 5 Z 3 // 1，705// 1，364// 

計 10.307// 7，4 2 0 // 

とまるo

かくすれば44a(!L対し7，420円を還元女ること忙左るので

1 0 a当!?7，420円÷4.4=1686円 自給肥料として還元するととに左る。

猶との外K石灰介その他の微量成分パクテリヤを含み一層の効果をあらわすべ〈、今後の研究が

之を実証するであろう。

(5) 8ユurry撒布能率Kついて

S工urryの撒布能率は使用するフアローガンの性能によってきまって来る。一例として表5

K示す如きフアローガンを用いた撒布施設を考えた。

表 3. 使用するフアローガンの性能(斉藤興業KK提供)

ノズル:fci. 同 径 排水量

Em 
p
し

力
一
/

庄
一
均

ル
一

2

ズ
一

4

J
-

セット有効長 降水量

必50 1 7脇 345.e/min 2 6.4 m 1 5. 2m7ll/h r 

即ら仮VL1 0 0七のS工urryを5倍忙稀釈して 30 0七を撒布しようとする場合Kどのぐ

らいの時間を要するかは次式の如く

3 0 0七-+-345Ki件 870分宇14.5時間(約 2 日 f~業)

(1 0 0 tの81urryは約20 0日1口頭の成牛のものである)

しかしてとの30 0七の S工urryをどのくらいの単位で撒布するかは草地各部Kよb定めら

れる実際であるから之は如何様Kもフ♂ローガYの働きを調整するととKよって降オ告をきめる

ととが出来る。

註:;本道K長ける牧草収量は前半に於いて大きく後半K於いて著しく減少するのが普

通であって、とのととが本道の幽農経営を困難Kみちび〈。之K対して 81urry 

の施用が平均した収量をもたらし、生育期間を秒井、そくまで延長するととを英国の

資料がったえてきているいサロベツK於いてもとの事実を大きく実証し得た。

ととK於いても 81urryの効果K大き在期待をもつものである。
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N S工urry撒布施設費について

表 4. S lurry撒布施設一覧表

口口口 目: 内 谷，τ~ 数量 単 価 金
耐用

額 年数

撒 布 ポ ンフ ヒドロポンプS1・o1 0型 1 ムcl 83，00;日円 83，0' 0 0円 20 

同 上 附属品 サクセッシヨンホ;-_;王、吐出口ノヤレプ等 1 式 60，0，00 # 6 0，000# 2 0 

STurry撹枠ポンプ ヒドロポン7
0

•マイテイ 650型ホース270m付 1台1式 100，000# 100，000# 20 

埋 設 J、。 イ フ ポリエチレン30mもの5本ジョイント付 1000m 3.15// 31 5，000# 2 0 

向上立上 bパイプ 向上 2"チーズ付 4 組 1 2，000 # 48，000:# 2 0 

撒布用ホース # 30mもの6本 1組 2組 4 3，80 0，グ 87， 600#' 20 

フアロ ーガン 必 50ノズノレ(口径17腕) 2 台 7 5，0 00# 1 5 0，0 00# 2 0 

土 工 費 1式 1 50，00 017 1 50，000# 2 0 

，g. 計 993，6 00# 
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百 牛舎施設建築及び設備費について

(1 )牛舎工事及び設備費総括一覧表

区 分 搾乳牛舎

建 建 物 費 1 6，8 4スo0 0円

物 牛 舎本屋 1 0， 8 4 1， 0 0 0 

工 附今 属 舎 2， 5 2 1， 0 0 0 

事 サ イ ロ 3，4 8 5.0 0 0 

費 設 備 費 3， 8 7 4，0 0 0 

設 搾乳室・乳室 1， 9 3 0， 0 0 0 

備 サ イ ロ 9 5 0，0 0 0 

費 Slurry撒布 9 9 4，0 0 0 

A 口 計 2 0， 7 2 1， 0 0 0 

建物規模基準(家畜頭数) 5口頭

搾 手L 室 40m
2 

建

本 手し 室 20m2 

件国卑 理 室 20m2 

物 { 

屋 計 80m2 

牛 室 4 17m2 

面

分 稀釈タンク 25m2 

計 4 42m2 

積

附 草 -4E
コ
>.:. 1 10m

2 

属 飼 槽 1 3.m
2 

内

4Eコ込 サ イ ロ 40m2 

分 計 1 63m
2 

訳

メ口入 計 6 85m2 

-63-

育 成 牛 舎

タワー・サイロ付 フラット・サイロ付

2 2，3 1 6， 0 0 0円16，056，000円

12，5 4 4，00 0 史756，000

2， 8 0 2，0 0 0 

6，ヲ 70，0 0 0 6， 3' 0 . 0， 0 0 0 

2. 0 8 4，0 0 0 1， 0 4 4，0 0 0 

一

1， 0 9 0， 0 0 0 5 0，0 0 0 

9 9 4，0 0 0 9 9 4.0 0 0 

2 4，4 0 0，0 0 0 1 7， 1 0 0， 0 0 0 

1 0 日開 1 0口頭

一

5 60m2 4 20m2 

25m2 25m2 

5.85m2 4 45m2 

1 40m2 (380mη 

24m2 一

80m
2 3 80m2 

2 44m2 380.m2 

8 29m2 8 25m2 



( 2)建築設計の主左る祇

本設計上 Cub ic 工、飼料貯蔵施設.~ Slurrァタンクの規格の基礎的諸jf下記の如し。

牛 種 搾 手L 牛 1 3カ月-1 8カ月令育成牛

頭 数 5 0 1 0 0 

貯蔵飼料 サイレージ 乾 草 サイレージ 乾 草

飼 K~/ 1日1頭 2 0 K~ 5 K~ 2 0 K~ 2. 4 K~ 

料 K~/ 1日全量 10 0 OK~ 2 5 0 K~ 200 OK~ 2 4 0 Kg 
給

与
K~/ 230日グ 230七on 5 7. 5to n 4 6此on 5 5.2七on

諸 七on/m3 6 0 OK~ 1 5 0 K~ 6 0 OK~ 1 5 0 K~ 

7c 所要容積 384m3 3 84m3 7 67m3 368m3 

貯設 タワーサイロと 径5.5m高17m (1 1 mx5 mx4 m) 径 5.5m高 17m (18 mx4mx3m) x2 

蔵 草舎の場合 1基 404m3 x2=440m3 2基 808m3 =432m3 

面
場 パンカーサイロ 32 mx1 0 mx2.伊2132 mx1 0 mx1. 5 m 

施積 の場合 =800m3 =480m3 

ふん 尿 ー計 ふん 尿 計

相ド K~/ 1日1頭 4 O. 4 8:4 48.B 1 7 19 2 6 

、池 ゆ/1日全量 2 4 4 0 2 6 0 0 

物 七on/23 0日グ 5 6 2 5 9 8 

諸 七on/m3 

7c 所要容積 5 62m3 5 98m3 

タ容 S l ur r y タワーサイロ付の場合 1120m3 

ン 718m3 

ク積 タンク容積 パンカーサイロ付の場合 9 60m3 

タンク容積=c(本工e
屋
s分面面積積)
一 タワーサイロ付む場合

Cubiclesffii~) x2m 5.6 mx1 0 mx1. 5 m=  8 40m3 

備 考 = (49 7nf-13 8m2) x2銑=718m3 

パシゆーサイロ付の場合
(6 Omx7協同 71ZX1 omx2) x1. 5 m 

J =720m3 

'(3 )牛舎別工事費見積表

司戸
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表 6 -1 搾乳牛舎施設工事費見積(本屋分) (5 0頭用)

工事名 摘要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

仮設工事 4 8 7 m2 3 8 0円 1 85.060円

土 工 事 487 m2 9 0 0円 438，3 00円

コンクリートエ車 512 m2 7， 3 0 0円 3，7 37，6 00円 稀釈タンク 25m2含む

木 工 事 487 m2 6， 0 0 0円 2，922，000円

屋根工事 487 m2 650円 3 1 6，550円

金属工事 4 8 7 町l宮 1， 0 0 0円 4 8スo00円

塗装工事 487 古1宮 2 8 7円 1 40，00 0円

建具工事 式 1 00，0 00円

雑 工 事 式 4 00，000円

電気工事 式 1 50，0 00円

給水工事 式 550，0 00円

計 号426，51 0円

諸 経 費 1 5% 1，413，977円

総 計 1 0，84 OA 8 7円

r-

搾乳牛舎施設工事費見積(附属建物分)

仮設工事 133 m2 3 8 0円 5 0，54 0円

土 工 事 133 m2 900円 11ヌ700円

コユペクリートZ事 133 m2 5.0 0 0円 665.000円
、ー

木 工 事 133 m
2 
5.1 0 0円 678，3 00円

屋根工事 133 m2 6 5 0円 86，450円

金属工事 1 3 3 m2 250，000円

塗装工事 133 m2 2 4 0円 3 1兄20.0円ー

建具工事 式 60，000円

雑 工 事 式 、一 1 00，0 00円

電気工事 王に 15 0，0 00円

サイロ工事 4 0 4 m
3 

ス50 0円 3，030，0 00円
2.7 5m2x3.1 4 x1 7 m 

=404m3 

計 5.2 21，何日円

諸 経 費 1 50/0 783，287円

総 計 6，005.1 97円

建物工事費
16，847，0・00円

総 額

只
V，。



表 6- 2 
建築費 z 

搾乳牛舎設備費及 A 斗額設備費口封

口Eヨ口 目 摘要 数量 単位 単 価 金 額 備 考

サイ ロ設備 9 50，000円

トップアンローダー 20' 式 950，000円 A. L社

2. 搾乳室設備 1，530，000円

濃 飼 三日3九ζ 備 8Ia扮 式 1 0 0，0 0 0円 濃タン九繰出ノ£イプ

パイプラインミλ弥一 式 800，000目

ぺjングボーンストイレ 8 セット 60，000円 480，0 00円

諸 掛 費 1 50，0 00円

3. 乳 室 三司王月こJ 備 400，000円

スJごイラノレクーラー 式 1 00，0 U 0円

ポ イ フ 式 1 40，00 0円 田中式H-1号

諸 掛 b 費 160，000円

4. Sユurry撒布設備 式 994，000円

~ 計 3，87 4，00 0円

建築
β仁コ、 計 額 20，7 21，00 0円

設備

表 7- 1 
(1 3カ月-.18カ月令1

タワーサイロ式育成牛舎施設工事費見積(本屋分) ( ~ J:~~ñ~~UN/J"TJ ) 
¥ 1 0 0頭用 j 

工事名 摘要 数 量 単位 ー単 価 金 額 備 考

仮設工事 560 m-。 3 8 0円 2 1 2，800円

土 工 事 5 6 0 m2 900円 504，0 00円

コンクリートヨ事 560 m2 ス300円 4，088，00-.0円 稀釈タンク25m官む

木 工 事 5 6 0 m。“ 6，0 0 0円 3，3 60，0 00円

屋根工事 560 m2 650円 364，0 00円

金属工事 560 m2 1， 9.0 0円 1，064，000円

塗装工事 560 m2 2 4 0円 1 3 4，0 00円

建具工事 式 1 00，0 00円

雑 工 事 式 380，0 00円

電気工事 式 1 50，0 00円

給水工事 式 550，000円

計 1 0，907， 20 0円

諸 経 費 1 5~ら 1，636，080円

総 計
1 2，543，280円

(1 2，5 4 4，.0 0 0円
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タワーサイロ弐育成牛舎施設T事費見積.!? (附属建物分

工事名 摘要 数 量 単位 単 価 ~ 客員 備 考

仮設工事 1 6 4 m2 3 8 0円 6 2，3 2 0円

土 工 事 1 6 4 m2 9 0 0円 1 4ス600円

コンクリート工事 164 m" 。 5，000円 8 2 0， 0 0 0円

木 工 事 1 6 4 m" 。 5， 1 0 0円 8 3 6，4 0 0円

屋根工事 1 6 4 口12 650円 1 0 6， 6 0 0円

金属工事 1 6 4 m2 1 5 2 4円 2 5 0，0 0 0円

塗装工事 1 6 4 m2 2 4 0円 5矢36 0円

建具工事 式 6 0， 0 0 0円

雑 工 事 式 1 0 0， 0 0 0円

電気工事 式 1 5，0 0 0円

計 2，4 3ス28 0円

サイロ工事 808 立l ス50D/m3 6， 0 6 0，0 0 0円
底面40m2容積404m3

のもの二基

メ仁1
入 計 8，4 9ス280円

諸 経 費 15% 1， 2 7 4，5 9 2円

総 計 只77 1， 8 7 2円 。772，000円)
建物工事費

2 2，3 1 6， 0 0 0円
総 額

表 7-2 タワーサイロ式育成牛舎三成凡備費及建設築備費費合計額

口口口 目 楠要 数 量 単位 単 価 金 客員 備 考

サイロ設備 1，090，0 0 0円

トツファンロー 2 0 I 式 950，000円
ター

工トビーム・キッ 式 90，000円 サイロ 2基用

濃飼タ Yク 式 50，000円

2. 撒8ユ布urry

設 備 式 994，000円

メに入1 計 2，084，000円

建築費
合計額 2 fr，4 0 0， 0 0 0円

設備費
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表 8-1 

工事名

仮設工事

土 工 事

コンクリートエ車

木 工 事

屋根工事

金属工事

塗装工事

建具工事

雑 工 事

電気工事

給水工事

計

諸 経 費

J合V五じ1、l 計

仮設工事

土 工 事

コンクリート工事

木 工 事

屋根工事

金属工事

塗装工事

建具工事

雑 工 事

電気工事

計

諸 経 費

総 計

建物工事費

卓~，会1:.' 額

フラットサイロ式育成牛舎施設工事費見積(本屋分) (13カト1制令
1 0口頭用 j 

摘要

1 5 ~も

1 50/0 

ノヘ
ーL

数 主主主豆

420 

4 2 0 

4 2 0 

420 

4 -2 0 

420 

4 2 0 

上

3 8 0 

380 

3 8 0 

3 8 0 

380 

380 

3 8 0 

単位

m2 

m2 

口1宮

m2 

町1宮

口1宮

m2 

式

式

式

式

m2 

ロ)2

m2 

m2 

m2 

m2 

m2 

式

式

式

単 価 金 額 備 考

380円 1 5 8.6 0 0円

9 0 0円 3 7 8.0 0 0円

ス30 0円 3， 0 6 6. 0 0 0円

6，0 0 0円 2，5 2日日目白。 円

6 5 0円 2 7 3.0 0 円

1 9 0 0円 7 9 8.0 0 0円

2 4 0円 1 0 0.8 0 0円

1 0 o. 0 0 0円

3 8 O. 0 0 0円

1 5 o. 0 0 0円

5 5 o. 0 0 0円

8，4 7 4.4 0 0円

1， 2 8 1. 6 0 0円

只75 6.0 0 0円
上一一← 一一一一

(附属建物分)

380円 14 4.4 0 0円

600円 2 2 8.0 0 0円

5，000円 1， 9 0 o. 0 0 0円

6，0 0 0円 2，2 8 0..0 0 0円、

6 5 0円 2 2ス000円

3 7 0円 1 4 0.6 0 0円

24 0円 101.200円

1 5 o. 0 0 0円

2 0 o. 0 0 0円

1 0 o. 0 0 0円

5，4 7 1. 2 n 0円

8 2 0.6 8 0円

6，291.880円

6，056，000円

-68-



建築費
表 8ー 2 フラットサイロ式育成牛舎設備費及設備費合計額

口口口 目 摘要 数 E長ヨ邑 単位 単 価 金 額 備 考

濃飼タンク 式 5 0，0 0 0円

S工urry 式 9 9 4，0 0 0円
撒布設備 ，、白

計 1， 0 4 4， 0 0 0円

建築費
合計額 1ス1.0 0; 0 0 0円

設備費

一一一一 」邑

以上Warm ]ーo0 s e -h ou s i n g牛舎建築設計を行在って経費の見積bをしたがとの金額は全部

請負K出した場合の請負金額であるO 従って農家が直営で建築する場合は、資材の入手価格の逓減、

手間代の節減等からとの価格より可成り小さく在るであろう。

猶現在使用中の牛舎をWarm-ユ00se式K改築しようとする場合も多いと思うが‘そうした場合

は、 との 8ystemを参考として、床をとわして地下タンクを埋め込みその上vc810七七 ed-fユOor

をしき、 Oubic工esを配置しとの建物K連結して自給飼料の貯酎包設と給餌場とを附設すればよい。

との場合の建築費は前記見積単価から計算するととが出来るO もうーツの方法は従来の建物はその

まま忙して、別K将来を見越した Warmーユ oose-housingのタンクだけを造りとれと従来の牛

舎との淳結は現地K則して行って尿とふんをタンク忙なとし込むようKし‘ Sユurrァ撒布だけを可

能のよう忙し、そのうちとのタンクの上VCWarm-100se Housing BarnをつくるO その時K

従来の牛舎は何かK利用すればよろし〈最初の設計の場合Kとれを設計K入れてなけばよろしい。

ただこの場合医は晴時ではあるが雪としきわらの処理Kついては別K考えねば左ら左い。

vn:牛舎内労力について

この方式の牛舎内の労力は A1fa-Lava工社の資料Kよれ，は搾乳牛1頭 1日当りの所要時聞は大体

6. 1分と在っている。その内訳は次の通bであるO

区 分 1頭 1日当り時間

飼料給与 o. 5分

搾 手L 4.1 

清 掃 O. 7 

その他の労力 O. 7 
ι ‘ . 

浪 費時間 む.1 

メEk1 計 6. 1 

との資料の調査条件は概ね次の通タであるo
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1: 搾乳頭数

2. 搾乳施設

3. 搾乳回数

4. 給与

3 3頭

5頭複列‘ 1 {)頭立てへリンポーン式ストール

朝‘タ2回、 1回4交替搾b

機械化

入

とれに対L本設計では5.0頭で4頭複列8頭立てへリンボーンストーJレで朝夕 2回、 1回7交替搾

りであるのと給餌方法が半機械化であるから多少ちがってぐるのでとれを考えて下記の通.!J~して辛子

〈。

① 飼料給与は 2.0 %増しとし0.6分とする。

②搾乳はAli'aの場合1頭当.!J4. 1分であるから 1口頭立て 1回の搾乳時間を逆算すると

求める時間(分)をXとすれば

X x 4 =. (4. 1 + 2) x 3 3 

従って x= 1 7分 と左 t4回搾bであるから

朝.タとも搾乳時間は 1 7分x4 = 6 8分であるo

次に本業の場合の1頭当bの時間(分 )を求めて見ると

搾乳回数 5 0+8=7回

1回の搾乳時間はやや大目K見て前資料と同じく 17分とすれば

朝.タの全搾乳時間....….，1 7分 x 7=119分

1頭当b搾乳時間....・H ・.1 1.9分+50=2. 3 8分

1日1頭当b搾乳時間…2.3 8分x 2~4.8 分

⑤其の他のものはAli'aの資料Kしたがうこととすると次の通bである。

(現実には頭金がふえているから1頭当りはとれよ bも下るわけであるが一応同じとしてな<) 

区分 1頭1日当 b時間

飼料給与 0.6分

搾 手L 4.8 

清 t帝 0.7 

其の他 O. 7 

浪費.時間 O. 1 

分 /1居十 6.9 

従つ宅1日当 b舎内労力は1人5時間45分である。

1日1人の労働時間を9--1 0時間とすればそのうちの約64 %~5 8 ~らである。夏期は放牧に左

るので飼料給与がほとんどをぐ左りほぼ5時間位K在るo
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スウェーデンでは1入で1日88頭は飼うととが出来ると云われる。

むすび

畜舎施設の建設は建築界のめざましい発達と畜産経営及び技術の進歩が日K新ら1:..-(在仏農家は

よいととがわか引ていてもついKついてゆけ左いと云うのが実際のよう左状態である。然し本設計は

唯単K建築そのものの改良と云うのではまく.今まで機械化が完成されまかったふん尿処理の合理化

ととれの安価Kして誠K当を得た還元法Kよって草地の改良、草の資質の向上、収量，の増加生育期ト

閣の延長等従来望んで得られ左かった部門を改良してあますととろ左いところまでゆきとどいた設計

が左され正K酪農はじめ畜産振興の根本をついているので必らす吹きま貢献をするととを信じてうた

がわ左いものである。

く参考文献〉

(1) Farm. and Coun七ry，4月号 (19 6 5) 

Silage Making， 

Or ga ni c . I~.riga 七 ion ，

In七ensi ve Da i;ry. Fa rmi ng， 

Slurryの価値Kついて

(2)' g~ ot七ish Agricul七町e..，S pr i il g (1. 9 6 4 ) 

(3) ~L J，l'A-LAVAL.'GAZETTE ， A~ 8.， 1 965.， The' Alf'，a-Lava工 Cowshed.at

Hamra， 

(4) :eaa.ger Nor七hla.nd，inc.，U.S; A，" Liquid Ma:pure Pit Cons七ruc-

t i o n "， Re v i 8 e d 4 -67 

3 
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4 研究会記事

Ci)庶務報告

(会誌第 1号K報告以降)

① 昭和 41年度総会と第5回研究会(昭和41年 8月26日、於 農林省北海道農業試験場)

総会議題:会務報告、昭和 41年度事業十画

② 昭和 4士年度第 2回評議員会(昭和 41年 10月2，2日、於 北大農学部)

議題:第 4回研究会の課題と開催時期。

③ 昭和 41年度第3回評議員会〔昭和 42年 5月11日、於 北大農学部)

議題:道よ b委託された「酪最も経営施設設計指針」の作成経過と結果の報告

第 4回研究会の開催要領

④ 「酪農経営施設設計指針」を道農務部酪農草地課K提出(昭和 42年5月30日)

⑤ 昭和 42年度第 1回評議員会(昭和 42年 4月22日、於北大農学部)

議題:会務報告、昭和42年度事業計画、役員改選

⑥ 昭和 42年度総会と第 4回研究会(昭和 42年 5月26日、於住友信託ピノレ)

総会議題:会務報告、昭和42年度事業計画、役員改選。

⑦ 第 5回研究会(昭和 42年 7月4日、於住友信託ピノレ)

③ 第 6回研究会〔昭和 42年 10月27・28日、於 農林省日高種畜牧場長よび同新冠種畜牧

場)

( ii )昭和4 1年度

収

舎計報告(昭和4 1 年 4 月 1 日~昭和 42 年 3 眉 ~t 日〉

入|支

摘 要 |金額(円)1 摘 要

前年度繰越 刊 221I会報第1号製本費

個人会費 (8 4人) 2 8，60 0 I 11 第 2号 11

出

賛助会費 (1 9口) 1 15，0 0 0 I日本家畜管理研究会誌代金 (50冊)

会報第 1号売上( 4冊)

会報第2号売上 (16冊)

日本家畜管理研究会誌売上(15冊)

拓銀刺子

振替貯金利子

言十

次年度繰越金

山 DI41年度第 1回大会費

三200I通信費(含会報送料)
3，000 I事務費

490 I会議費

2741謝金

1 90，9 85 1 

;.....77ー

言十

l金額(円)

58，000 

1 6，00 0 

1 0，0 00 

1 0，0 0 0 

1 1， 708 

2，494 

2，895 

2，500 

113，597 

77， 388 



北海道家畜-管理研究会々則

.第一条 本会は北海道衆畜管理研究会と言い、その事務局を北海道大学豊学部K貴く口

第二条本会は衆畜管理等Kおける機械化、省力化、衛生管理並びKその経済性などに関する

研究の促進及びその健全な普及を図ることを日的とする。

第三条本会は目的を達成するために次の事業を行う口

1. 講演会及び研究会の開催。

2. 機関誌の刊行。

3. その他本会の目的を達するに必要とする事業口

第四条本会は本舎の目的K賛同する個人及び町体で構成寸る白

第五条本告は役員として会長 1名、国11会長 1名、評議員、幹事、各若干名及び監事 2名をお

く口筏員の任期は2ヶ年とする口但し再任を妨げなし、。会長は令務を総理し、本会を

代表する口評議員は者演会、研究会その他本会の目的達成K必要とする事業を企画し

評議する。幹事は庶務、会計、編集その他目常業務を執行する正在辛子本会陀:は顧問

をヰぎを苧とだ出:来るロ

第六条評議員、聴事は総会において会員より選任する口会長及び副会長は評議員より互選し

総予そKおいて決定する口幹事は会長の:塾帰?による口

第七条会員を介けて普通全員及び賛助会員とし、普通会員は個人とし、その会費は年300円

とする。替助会員は個人又は団体亡、その全費は年 1口5EDDD円、 1口以上とする口

第八条総会は毎年 1回開催し、会の運営に関する重要な事項を決定する白必要K応じて臨時

総会を開くことが出来る白

第九条本会の会計年度は4月，1日より翌年3月31日までとする口

第十条本会々則の変更は総会の決議によらなければならなし、。
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f受 員 名 簿

氏 名 勤 務 先

審(〔議霊全会員主首〉 可 '阻 北大農学部
富 穂 11 

厚 海 忠 夫 道棲務部長聖業改良言果

土井 健二郎 道県務部酪高草地言果

八 戸 考 夫 北大聖学部

早 )11 玉間区 八 北海道畜産会

平 賀 ~p 稔 北畏試畜産部

五十嵐寄 蔵 北高試建業経常部

河野敬三郎 北海渇畜寛会

朽主 本 連 夫 道開発局早水計画課

松 村 宏 道立天北事試

一 股 正 年 道立滝川畜試

一 ?甫 四 良E イヒ大獣医学 ~~ß

桃野作次郎 北大捷学部

森 田 イ彦 道立新得書ー試

中 西 文 雄 雪印乳業 K K酪建部

本艮 pてA了~ 健 道農務部畜産課

野 村 喬 I哨 J宅学関大学

岡 村 イ愛 民 北大高学部

斉 藤 博 夫 北建中央会

斉 藤 旦 高立十 I静建試

?尺 潤 道酪農協会

渋 江 東 正ヲ子~手t 道立中央差是試実業経営部

鈴 木 健 一 酪農学聞大学

鈴 木 省、 一 帯広畜大

高 橋 イを 行 道建海部異業改良 1果

局 よ田 英 言を 帯広畜大

戸 田 節 .郎 北再試畑作部

i場 山 正 雄 北襲試建業物理部

坪 校 戒 三| 道立根釧堤試
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氏 ク1 勤 務 先

士 田 客車 τ『ゴ士= 道立中央高試畜産部

上 野 栄 者立寒地域築研究所

?竜 辺 E各ー 道立中央瞳試毎宅機械部

r.コと 田 噴;唱皐閣寄託宅業司

常事

林 う電 !警 J首略聖域会

桜 井 允 道立中央時試畜産部

幹事

(司務)上山英一 北大黒学部

(全計)池内義則 /1 

(編集)朝日田寝司 i /1 

なお、本会展開として次の各氏をお願いしております口

道要務部畏、時村吸貴茂、三田村健太郎氏、常松栄氏、横山偉和夫氏口

可、
旬、
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北海道家畜管理研究会会員名簿

昭和 ~>4::_ 2年 1 2 月現在

主主E
回 通 会 員

氏 住名 所

( A ) 

相 田 隆 男|標津郡中標津町

荒 川 裕 一|虻田郡ニセコ町富士見

厚 海 忠 夫|札幌市北 3条西 6丁目

( B ) 

坂東

相場

浅川英

浅原敬

朝日田 康

アムロド・ 8

( D ) 

堂腰

土井

( E ) 

遠 藤

( F ) 

古谷

藤井

藤田

藤田

福原

福家

( H ) 

入

早

芳

原

東

戸

川

賀

田

山

純

健二郎

清

甚

昭
正
.
正

芳

玉区
日

ームー
/， 

イ申

啓

道立根釧農業試験場

旭川市役所武|旭川市 6条 9丁目

夫|旭川市 6条 9丁目 旭川市役所

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

司|札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

ニセコ地区農業改良普及所

道庁農務部農業改良課

健|標津郡中標津町 根釧農業試験場

札幌市北 9条西 9T目 北大農学部農業工学科

札幌市北 3条西 6丁目五一道庁酪農草地課 b

司 札幌市北 4条西 7丁目 畜産会館内 道農業改良課
専門技術長室

将

作

格

帯広市稲田町 帯広畜産大学

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

帯広市稲田町 帯広畜大主』ヒ';".日

河西郡芽室町 北海道立十勝農業試験場

却11路市材木町 43 日配釧路工場

後志支庁留寿都地区農業改良普及:所

人

直

夫

八

男

之

札幌市北 9条西 9下目 北大捷学部畜産学科

札幌市北 A条西 7丁目.1b産会館内 北海道畜産会

金沢市諸江町上丁 33 _8 本多製作所

札幌市大通り西 5丁目、会:販連札幌支所

勇払郡厚真町 厚真区!宅業改良普及所
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ー氏 名 住 所

広 瀬 可 恒 札幌市北 9条西 9丁目 北大高学部高産学科

平 賀 ~D 稔 札鳴市月寒羊ケ圧 北海道喪一業試験場畜産部

平 沢 志 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試喰場

平 山 秀 介 滝川市東滝川 北海道立滝川|蓄逸話可験場

平 田 征 男 帯広市大通南 7丁目 4番地 喧東クポタ農機販売 KK

(工)

伊 藤 道 秋 札幌市北 9条咽 9丁目 北大 J晦学部建業工学科

池 内 義 員U 札幌市北?条西 9丁目 -Jr，大高学部建業工学科

石 本 夕張郡畏沼町東 6線北 1.5号 北海週中央亀試予言産部

王十嵐賓 蔵 札幌市羊ケ丘 i建林省北海道穐業試験場

市 )11 東司 江別市西野il晃 58 2 酪農学聞大学畜産学教室

末日 泉 康 史 上川郡新得町 北海道立新得蓄産試験場

伊 藤 手口 声ま 札幌市北 9条西 9丁目 北大喪学部建業工学科

構;野ー毛 好 江別市 2条 2丁目 iC別地区高業改良普及所

( K ) 

上 出 泉市 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

害量 田 勝 基 滝川市東滝川 北海道立滝)TI'il~畜産試験場

金 )11 博 光 帯広市西 4条南8丁目 帯広開発建設部開墾課

糟 r門、司 泰 滝川市東滝川 北海靖立滝川畜産試験場

唐 橋 需 札幌市羊ケ丘 北晦道建業試験場物理部

柏 木 甲 札幌市羊ケ丘 北海道建業試験場

馬事. 田 彰 札幌市羊ケ丘 北海道建業試験場畜産部

)11 上 忠 上川郡東川町西 4号南 1番地 東川町建業協同組合

金 子 JF巳~、 虻田郡豊浦町字幸町 豊浦町喪協

管 野 勝 己 l喝川町 2区 崎川地区宅業改良普及所

工 藤 暗 札幌市北三条西六丁目 道高務部農業協艮謀

北 誠 夕張郡栗山町 栗山地区農業改良普及所

北 村 方 男 札幌市月寒羊ケ丘 北海道礎業試験場畜産部

河 野 敬三郎 札幌市北 4条西 7丁目 畜産会館内 北海道畜産会

小竹森 言11 央 札幌市北 9条西9丁目 北大農学部畜産学科

林 i萱 彦 札 1晃市北 3条西 7丁目 臨時差ピル内 北海道i噛農協会

林 i董 臣 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

南 豊 櫓山郡厚沢部町字鶏 道主櫓山畜産経営指導所

松 鉄 美 l 勇払郡厚真町字鹿沼 鹿沼乳牛育成建場
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氏名

朽木太

黒沢不二男

近藤予知彦

( M ) 

松 時

松

松

松

秩

桧

松

増

目

水

一一

一

一一

光

川

求

本

沢

野

田

松

村

本

西

沢

部

崎

部

N
 

宮

宮

宮

宮

桃

森

森

(

中

中

中

中

中

南

槍

西

勝

村

尾

井

川

本

本

四

黒

信

武

五

圭

達

益

勝

東

四

腎

正

孝

住 所

紋別郡買部町 風部地区廃業改良普及所

滝川市東滝川 滝川畜産試験場

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験i弓

広 帯広市稲田町 帯広畜大聖業工学科

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘 北海道立天北建業試験場

滝川市東滝川斉唱蹄誕百立滝川畜産試験所

阿寒郡鵠居村:i尭巴 幌呂理業協同組合

札幌市北 A条西 6丁目 北 4条ピノレ 北海唱開発コンサノレタント

根室市常盤町3丁目 28番地根室支庁経封書菱襲草地係

札暁市北5条晴4丁目 開発局県水計画

夕張郡FR仁町字由仁 由仁農協

石狩郡石狩町花『咋日狩唱す守勉:医農業改良普及所

常呂郡端野町 2区端野捷協

札幌市北， 8条珂9丁目 北大獣医学部

留蔚支庁羽幌地区亀業喰良普及所

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

帯広市稲田町帯広蓄産大学

滝川市東滝川北海道立滝川畜産試検場

札幌市南3条西7丁目 エノレム・ポートリ宅 1号

帯広市稲田町 帯広畜大要業工学科

札幌市羊ケ正北;毎週嬉業試験場草地!唱発部

札幌市北9、条西9丁目 北大高学部専業経済学科

上川郡新得町北海道立新得畜産試験場

旭川市 6条 9丁目 旭，111市実業改良普及所

戸

浦

品

股

本

浩輝

_IE .光

啓

香春

作次-郎

修

一男

郎

夫

治

雄

功

悟

昇

一

一

一一一喬

紀

無

文

慎

宏

一一

志

郎

右

宍

男

春

始

郎

年

、fに

札幌市福住26 -" ，. 大同肉牛牧場

滝川市東滝川北海道立滝川畜産試積場

札幌市北4条西6丁目 北4条ピJレ 北海道開発コンサノレタント KK

札幌市苗穂町36 雪印乳業KK酪礎部

札:1.兎市手ケ丘 北海道農業試l~弾二号草地開発部

札崎市北?条西9下目 北大男学部棲業工学科

江号Ij市西野暁 582 消臭学関犬学、

札幌市羊ケ丘 北、海道農業試験場蓄産部
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也
~

名
一

環

充

i色

健

喬

( 0 ) 

岡村健民

及川 寛

小野

大橋

大橋

大石

大久保

大沢

大浦

大鋸

大川

ィ、 JII

小倉

也

夫

晴

彦

郎

教

表

郎

博

美

次

三

哲

向

譲

莞

正

甫

義

英

勇

紀

底

彦

百

一

広

允

利

博

男

夫

一

郎

家

宣

義

国

和

章

新

省

健

健

洋

田

藤

井

井

木

藤

藤

根

藤

木

木

木

江

々

々

河

αu 

E
R
(

沢

斉

酒

桜

佐

佐

佐

曾

首

鈴

鈴

佐

寒

住 所

帯広市西1条南 9丁目 北噂中央全十勝支部

滝川市東滝川 滝川畜産試験場

:土川郡新得町北海道立新得畜産試脚易

札幌市北3条西6丁目 道庁畜産課

江号iJ市西野i幌582 酪県学聞大学

札幌市北9条珂 9丁目 北大農学部時業工学科

枝幸郡浜頓別町緑ケ圧 北海道立天北捷業試験場

帯広市稲田町帯広畜産大学襲業工学科

上川郡新得町北海道立新得畜産試験場

上川郡清水町石山 大同放場

江別市西野i暁58 2 酪襲学聞大学

札幌市北 9条西 9丁目 北大事学部畜産学科

上川郡新得町北海道立新得畜産試験場

札幌市北 5条西7丁目 酪時センター酪農検査所

札幌市北2条西4丁目三井ピノレ内 日本配合飼料KK

東烹都千代田区大手町 1-5 全販連東京業務支所

上川支庁美深地区異業改良普及所

標津郡中標津町根釧宅業試験場

札幌市北4条西7丁目 畜産会館内帯技室

札幌市北4条西d丁目#伊-1/.:::ン畜産部

河西郡芽室町北海道立十勝農業試験場

常目郡端野町字端野端野農協

夕張郡畏沼町東る線北 15号北海道"立中央養業試験場畜産部

河西郡芽室町新生北海道農業試験場畑飴部

札幌市北18条西 9丁目 北大獣医学部

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

上I!I君附得町北海道立新得畜産試脚湯

滝川市東滝!II 北海道立滝川畜産試験場

帯広市稲田町、帯広畜産大学

江別市西野幌58 2 酪農学園大学

札幌市南 1条西 1丁目 5番地(北宝ピル)片倉チツカリン
株式会社本|μ|晃支庖

枝幸郡浜頓別町道立天北農業試験場
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名

外喜雄

明

忠雄

俊=

博夫

東雲

潤

俊正

一

部

矢

井

藤

江

中

氏一

T

沢

里

関

白

斉

渋

沢

(

回

高井宗宏

高

高

高

高

高

夢

武

丹

符

戸

鳶

所

鳥

坪

土

土

塚

鵠

堤

都

常

常松

( u ) 

上山英

田

橋

橋

畑

倉

原

田

代

正

俊

英

英

正

定

太

建

一

隆

節

郎

保

特

雄

住

夕張郡由仁町字由仁 由仁専業改良等及所

岩見沢市 5条西5丁目 ホクレン岩見沢支所

石狩郡当別町西小!II通 当別怖，区普及所

札幌市苗穂町36 札幌酪農業協同組合

札幌市北 A条丙 1丁目 北捲中央会

タ4闘E畏沼畏東 6線北 15号北晦道立中央宅業試馬糊農業経営部

札幌市北5条荷 7丁目 酪農センタ一内 道酪高協会

所

人

行

紀

彦

臣

雄

滝川市東滝川北海道立滝川畜産試験場

札幌市北9条西9丁目 北大毎学部 怠業工学科

札幌市南 1条可1丁目 5番地 北宝ピノレ 片倉チよそカリンKK札幌支庖

札幌市北4条丙7丁目 畜産会備内 北海道義業改良課専門技術員室

札幌市北9条西 9丁目 北大号学書際業工学科

帯広市稲田町帯広畜大悪業工学科

上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

上川郡東川町西4号南 1番地 東川町黒業協同組合

札幌市北 9条西9丁目 北大建学部異業工学科

亀田郡大野町北海道立道南宅業試験場

上川郡新得町北海道立新得畜産試験場

河西郡芽宰町新生 北海道実業試験場畑{乍書目

標津郡中標津町北海道立根釧専業試耕暴

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試喰場

札幌市月寒羊ケ丘 北海道聖業試験場建業物理部

標津郡中襟南町 北海道立根釧農業試験場

夕張郡長沼町東6線北 15号北海道立中央建業試嚇嘉

帯広市西21条北 1丁目 土谷特殊農機具製作所

上川郡新得町北海道立新得畜産試験場

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

札幌市北?条西 9丁目 北犬礎学部畜産学科

山越郡八雲町太平洋牧場

札 11晃市南 11条西20丁目 専修大学美唄亀工短大設立事務所

東京都大田区山王 1丁目 33の 11 聖ドミニコ学生寮内
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北幌市北 9条西 9丁目 北大農学学部酪高科学研究施設
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旭川市永山町 7丁目 46ノ 1 全購連北海道農業機械講習場

札幌市琴似町 24軒 4 北海道立寒地建築研究所

帯広市稲田町帯広畜産大学

札幌市白石大谷地 共立農機株式会社

札幌市北2条西 4丁目三井ピノレ オリオン機械 KK

東京都大田区大森7丁目 450番地 東興精機工業株式会社
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雄
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夕張郡長沼町東6悲観七モ号号-!!ね毎ー道立問央農業試験場

札幌市北3条西 6丁目 北海道農務部酪農草地課

夕張郡長沼町東6線北 15号北海道立中央農業試験場農業機械部

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

枝幸郡浜頓別町緑ケE 北海道立天北農業試験場

介
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和
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良

稔
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男
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夕張郡畏沼町東6線北 15号 ヰt海道立や央農業誌験場

札幌市北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

札幌市北 18条西 9丁目 北大獣医学部

札幌市北3条西 7τ目 酪農センタ一内 道酪農開発事業団

標津郡判票津町楼ケE 根釧農試

札幌市麻生町宮 GJ.:.....3;7'1号L 専大美唄農工短大設立事務所

帯広市稲田町 帯広畜産大学
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団 体 名ー 所 在 士也

井関農機株式会社北海道技術センター|岩見沢市利根別町

国 際 養 鶏会 社|江別市角山世田谷 2 6 2 

北原電牧株式会社|札幌市北 19条東 4，丁目 36 5 

久保田鉄工株式会社|札幌市北 1条西 4丁目 武田ピノレ内

小糸工業株式会社 札幌営業所|札品市北 3条東 5丁目 岩佐ピノレ内

札幌酪農業協同組合|札幌市苗穂町 3 6 

大和ハウス工業株式会社 札幌支唐 1:札幌市白石町大谷地 434

長瀬産業株式会社札幌出張所|札:鳴市北 5条西 7ア目 酪穐センタ一

日本農産工業株式会社小樽工場|小樽市南浜町 7丁目

日本配合飼料株式会社小櫓工場|小樟市堺町 8

富士製鉄札幌営業所|札噌市北 2条西 4丁目 北海道ピル内

不動建設株式会社 北海道支庖|札:晃市北 4条西 4丁目(ニューサッポロピノレ)

ホクレン酪 農 部|札幌市北 4条珂 1丁目北寺会館

北海道農業電化協議会|札幌市大通東 1丁目 北電サーピス課内

北農中央会 (畜産経営課)I :札 l幌市北 4条西 1丁目 北集会館
北海道酪農開発事業団|札幌市北 3条西 7丁目 酪農センター

北海道糧食株式会社|小樽市手宮町 4丁目 10 

北海道食糧産業株式会社飼料科 I:札i幌市北 2条西7丁目 北海道中小企業会館内

明治乳業株式会社北海道酪農部J札幌市南 2条西 1丁目 安藤ピル内

森永乳業株式会社北海道事業所|札幌市北 2条西 4丁目 三井ピノレ内

雪印種百株式会社 I:札鳴市豊平美園 2の 1

雪印乳業株式i会社酪2農部|札幌市首穂町 36 

スター農機株式会社|札幌市豊平 5条 6丁目

株式会社 磯角機械届|北見市大町 4 2 

楢崎産業株式会社札幌支庖|札崎市大通商 5丁目 大五ピノレ

オリオン機械株式会桂|札幌市北 2ヂ西 4丁目 三井ピノレ
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